
	
	基本発問と予想される生徒の反応
	指　導・援　助

	導入
	◇資料への興味を高める。
○自分にとって友達とは何ですか。
・仲が良くていつも一緒に遊ぶ仲間。
・遊んだり、話をしたりする楽しい仲間
	・友達とは何かについて交流することで、それぞれが友達に求めていることには違いがあることに気付き、価値への気付きを促す。

	展
開
前
段
	◇資料提示（教師の読み聞かせ）をする。
○感想を交流する。
・「そんなのが友達と言えるか。」ということを言える健司はすごいなあと思った。自分は言えないな。
・お互いのことが分かり合えるこういう仲間関係がつくれるといいなあと思った。
○ショッピングセンターで、健司に「そんなのが友達と言えるか。」と言われた僕は、どんな気持ちだったのだろう。
・別に普通じゃないか。
・堅いことを言うなよ。
・適当に合わせておいた方が気楽でいいんだよ。
○「いや、ちょっとな。」と耕平に言われた僕は、どうしてそれ以上聞かなかったのだろう。
・聞いてはいけないことなのかなと思ったから。
・あまり大したことではないのではないかと思ったから。
・耕平のことが気になるけれど、耕平が言わないならば、聞かない方がいいかもと思ったから。
◎夏の大三角を３人で見ながら、僕はどんなことを思っているだろう。
・本当の友達っていいなあ。
・健司のおかげで本当の友達というものが分かった。
・適当な関係でいいと思っていた僕は、耕平にとっても健司にとっても本当の友達ではなかった。

・表面だけ合わせて付き合うのではなく、相手のことを考えて行動できるのが、本当の友達なのではないか。
・相手に対して思うことが言える関係を築くことが、本当の友達をつくることになるのではないか。

	・僕、耕平、健司の人物設定をはっきりさせておく。
・どの場面に着目したかをつかみ、基本発問や中心発問での意図的指名に生かす。
・耕平に対して適当に合わせている僕であることに気付かせる。
・耕平のことが気になりながらも、何もできないでいる主人公の心の葛藤に共感させる。
・表面だけ合わせて同調していた自分から、相手のことを真に考え行動できるようになった変容に着目させ、よりよい関係を築こうとする喜びに触れさせる。

・本当の友達とは何かを考えさせ、相手の成長を心から願って互いに励まし合い、忠告し合える信頼関係を築いていくことの大切さに気付かせる。

	展開後段
	○これまでの自分の友達関係を振り返って、考えたことを道徳ノートに書きましょう。
・本当に高め合える友達関係を築くのはとても難しいことだ。自分も分かっているが、周りに同調してしまうことがよくあった。相手のことを考え行動していくことで、本当の友達関係を築いていきたい。
	・よりよい関係を築こうとしている仲間を素直に認め、互いに高め合える関係を大切にしていこうとする意欲を取り上げ、価値付けていく。


	終末
	◇教師の説話
・相手の成長を願い、共によりよくなろうとする関係を築くことが大切だと気付いた経験を語る。
	・互いに尊重し、高め合おうとすることへの素晴らしさに触れることで、実践への意欲を喚起する。


２　学習指導過程
【深めの発問】


　本当の友達とはどういう友達のことを言うのだろう。





●言語活動の充実


　健司たち三人の友達についての話合いを通して、多様な感じ方や考え方に接し、異なる視点からの価値について気付かせ、本当の友達についての感じ方や考え方を深める。









